
内容

イベント・シンポジウム等実績報告書  ｜  配分事業費：3Ӿӿ千円 

ධࡿと教ࡿがそれぞれの๔኷ཐ識を活

かし、੤፛して৫ब・ࢪࢥにあたった。

開催ৼ間はӻ2月8日⿤2ӿ日Ӳ࿶示3は

ӻ2月ӻ6日⿤23日Ӵ。 

࿶示ӻ 「ฌैのᅖしいॊ本たち」は、本

学സໆのءרク؜׬ンからଯ๰したӿӿ

ே・ԃ7ఱのᅖ፻なॊ本を、࿶示2「グנ

ラフ׸טクؠ؎؃で考えるே఑ගฒ」

は、ே఑ᇊຮや平和を考えるグラフ׸ט

クؠ؎؃ӻ7ఱをଯ๰し、それぞれ解๊

をつけて࿶示した。 

࿶示3「२ே୤のॊ本をくらべてみよ

う」はฌै२ேのॊ本とク؟スؓスを೗

題としたॊ本ӻ3ӻఱを࿶示、ӻ7日には

学生によるおᎭ会を実施した。 

ポスターと׶ラ׬の׫׼インは、׫׼イ

ン学科3年生ӲဴಐӴᙏ口ዑ果さג。    

00Ӿ

ฌैのえֺג࿶⿜৵ሰのᄺをֱら֎⿜ 

ートቴ配ᆑの学外者3ԃ人を加えると、本צンחートの配ᆑ෾での集૱およֲצンח

࿶の৑ጥ者෾は૱28ӿ人である。なお、本࿶の図ി館での࿶示は、本学学生や教ධ

でႚ館できる学外者も৑ጥできるが、࿶示は館内の׾ーנのֺか、ဴ館のጦዿ者ࡿ

ープンス؏ースで実施したため、৑ጥ者のみを集૱することはできない。そのたן

め、実఑の৑ጥ者෾はこれよりも多い（Å 開催ৼ間中の図ി館ႚ館者෾は、࣊べ

ӿӶӾӻ3人である）。  חンצートの自ዡ਋ഠጡでは、「ִだג目にすることがないฌै

のᅖしいॊ本に඲れることができてፕかった」「グラフ׸טクؠ؎؃に考えさ֚られ

た」「ク؟スؓスが२ேでଅ構࡫うのがおもし׌かった」など好意的なרメントが多く

みられた。ॊ本・グラフ׸טクؠ؎؃をྫྷして、ฌैのஃい地域への関඾をもってもら

う機会になったとশじている。また本学のॊ本・グラフ׸טクءרؠ؎؃ク؜׬ンの存

在をཐってもらうとともに、今後ءרク؜׬ンをどのように発࿶さ֚ていくかの方向

性もଣえてきたといえる。 

結果・成果 

本学は、ே内でസໆ෾が少ない外ே୤のॊ本やグラフ׸טクؠ؎؃などをസໆして

いる。しかし、作ᆀの存在はഋ分にཐられていない。࿶示会開催により、学生や地域

の方にസໆする作ᆀをཐってもらう機会とする。 

目的・趣旨 

日時・場所 

（後援）อࣰଡጵ中࣡図ി館 浜松市 浜松市教ࡿ࡙ࡱ会共催・後援等 

令和㕷年ӻ2月8日⿤ӻ2月2ӿ日

อࣰ文化૷ട大学 図ി館・ග報װンターਸֲؘףラ؟ー 

体制 （実施代表者）文化政策学部 文化政策学科 教授 林 ௬和౤ 

 イン学科  教授 かわ こう֚い׫׼ イン学部׫׼

 ロームל׭・ス؎ؠ؋ イン学科  教授׫׼ イン学部׫׼

図ി館・ග報װンター ࡮出 直೩ 

図ി館・ග報װンター 土ࣴ ቕ౤ 

図ി館・ග報װンター ቋ内 ଽਆ 
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ラフ׸טクؠ؎؃で考えるே఑ගฒ」

は、ே఑ᇊຮや平和を考えるグラフ׸ט

クؠ؎؃ӻ7ఱをଯ๰し、それぞれ解๊

をつけて࿶示した。 

࿶示3「२ே୤のॊ本をくらべてみよ

う」はฌै२ேのॊ本とク؟スؓスを೗

題としたॊ本ӻ3ӻఱを࿶示、ӻ7日には

学生によるおᎭ会を実施した。 

ポスターと׶ラ׬の׫׼インは、׫׼イ

ン学科3年生ӲဴಐӴᙏ口ዑ果さג。    

00Ӿ

ฌैのえֺג࿶⿜৵ሰのᄺをֱら֎⿜ 

ートቴ配ᆑの学外者3ԃ人を加えると、本צンחートの配ᆑ෾での集૱およֲצンח

࿶の৑ጥ者෾は૱28ӿ人である。なお、本࿶の図ി館での࿶示は、本学学生や教ධ

でႚ館できる学外者も৑ጥできるが、࿶示は館内の׾ーנのֺか、ဴ館のጦዿ者ࡿ

ープンス؏ースで実施したため、৑ጥ者のみを集૱することはできない。そのたן

め、実఑の৑ጥ者෾はこれよりも多い（Å 開催ৼ間中の図ി館ႚ館者෾は、࣊べ

ӿӶӾӻ3人である）。  חンצートの自ዡ਋ഠጡでは、「ִだג目にすることがないฌै

のᅖしいॊ本に඲れることができてፕかった」「グラフ׸טクؠ؎؃に考えさ֚られ

た」「ク؟スؓスが२ேでଅ構࡫うのがおもし׌かった」など好意的なרメントが多く

みられた。ॊ本・グラフ׸טクؠ؎؃をྫྷして、ฌैのஃい地域への関඾をもってもら

う機会になったとশじている。また本学のॊ本・グラフ׸טクءרؠ؎؃ク؜׬ンの存

在をཐってもらうとともに、今後ءרク؜׬ンをどのように発࿶さ֚ていくかの方向

性もଣえてきたといえる。 

結果・成果 

本学は、ே内でസໆ෾が少ない外ே୤のॊ本やグラフ׸טクؠ؎؃などをസໆして

いる。しかし、作ᆀの存在はഋ分にཐられていない。࿶示会開催により、学生や地域

の方にസໆする作ᆀをཐってもらう機会とする。 

目的・趣旨 

日時・場所 

（後援）อࣰଡጵ中࣡図ി館 浜松市 浜松市教ࡿ࡙ࡱ会共催・後援等 

令和㕷年ӻ2月8日⿤ӻ2月2ӿ日

อࣰ文化૷ട大学 図ി館・ග報װンターਸֲؘףラ؟ー 

体制 （実施代表者）文化政策学部 文化政策学科 教授 林 ௬和౤ 

 イン学科  教授 かわ こう֚い׫׼ イン学部׫׼

 ロームל׭・ス؎ؠ؋ イン学科  教授׫׼ イン学部׫׼

図ി館・ග報װンター ࡮出 直೩ 

図ി館・ග報װンター 土ࣴ ቕ౤ 

図ി館・ග報װンター ቋ内 ଽਆ 

世界のえほん展－希望の扉をひらく－

イベント・シンポジウム等実績報告書 配分事業費：345千円

目的・趣旨 本学は、国内で所蔵数が少ない外国語の絵本やグラフィックノベルなどを所蔵して

いる。しかし、作品の存在は十分に知られていない。展示会開催により、学生や地域

の方に所蔵する作品を知ってもらう機会とする。

日時・場所 令和７年12月8日～12月25日

静岡文化芸術大学　図書館・情報センター及びギャラリー

体制	 （実施代表者）文化政策学部　文化政策学科　教授　林　左和子

　　　　　　　　　デザイン学部　デザイン学科　　教授　かわ　こうせい

　　　　　　　　　デザイン学部　デザイン学科　　教授　ブルベス・ジェローム

　　　　　　　　　図書館・情報センター　井出　直樹

　　　　　　　　　図書館・情報センター　土屋　麻子

　　　　　　　　　図書館・情報センター　堀内　古季

内容 職員と教員がそれぞれの専門知識を活

かし、協力して企画・運営にあたった。開

催期間は12月8日～25日(展示3は12

月16日～23日)。

展示1 「世界の美しい絵本たち」 は、本

学所蔵のコレクションから厳選した55

カ国・97冊の美麗な絵本を、展示2「グ

ラフィックノベルで考える国際情勢」

は、国際紛争や平和を考えるグラフィッ

クノベル17冊を厳選し、それぞれ解説を

つけて展示した。

展示3「各国語の絵本をくらべてみよ

う」 は世界各国の絵本とクリスマスを主

題とした絵本131冊を展示、17日には

学生によるお話会を実施した。

ポスターとチラシのデザインは、デザイ

ン学科3年生(当時)嶝口唯果さん。

結果・成果 アンケートの配布数での集計およびアンケート未配布の学外者39人を加えると、本

展の観覧者数は計285人である。なお、本展の図書館での展示は、本学学生や教職

員のほか、当館の利用者カードで入館できる学外者も観覧できるが、展示は館内の

オープンスペースで実施したため、観覧者のみを集計することはできない。そのた

め、実際の観覧者数はこれよりも多い（※ 開催期間中の図書館入館者数は、延べ

5,413人である）。		アンケートの自由記述欄では、「ふだん目にすることがない世界

の美しい絵本に触れることができて良かった」「グラフィックノベルに考えさせられ

た」「クリスマスが各国で結構違うのがおもしろかった」など好意的なコメントが多く

みられた。絵本・グラフィックノベルを通して、世界の広い地域への関心をもってもら

う機会になったと感じている。また本学の絵本・グラフィックノベルコレクションの存

在を知ってもらうとともに、今後コレクションをどのように発展させていくかの方向

性も見えてきたといえる。

共催・後援等	 （後援）静岡県立中央図書館　浜松市　浜松市教育委員会
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